
中央労働災害防止協会

事業紹介
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資料出所:休業４日以上死傷者数は、１９７３年～２０１１年までは「労災保険給付データ及び労働者死傷病報告（労災非適用事業を含む）」
２０１２年以降は、「労働者死傷病報告」～厚生労働省

※ 平成２３年は東日本大震災を直接の原因とするものを除く。

（
※
）

今でも毎年1,000人近くの方が労働災害で亡くなっています。
休業４日以上の被災者は10万人を大きく超えています。



中央労働災害防止協会とは
労働災害をなくすため、労働災害防止団体法に基づき、昭和
39年に設立された厚生労働省所管の特別民間法人です。

研修会の開催やテキストの作成を行っています。

中災防は安全衛生の
シンクタンクです。

現場における
安全衛生診断

快適職場づくり
の支援

化学物質管理
の支援

最新の安全衛生
情報の提供作業環境測定、

一般・特殊健康診断

全国規模のイベ
ント・キャンペーン

中小企業の安全
衛生対策支援

国際協力活動

多彩な研修・教育
メニューの提供と
講師陣の派遣

ゼロ災運動の導
入と展開の支援

メンタルヘルス対策
と心とからだの健康
づくり運動（THP）

リスクアセスメント、
OSHMSの導入・
構築の支援

中央労働災害防止協会

会長 十倉 雅和

中央労働災害防止協会

理事長 竹越 徹



事業場をサポートする中災防の主な業務

②人材育成
～まずは人づくり～

・リスクアセスメント

・化学物質対策

・ゼロ災運動

・心とからだの健康づくり（THP）

などの研修

①情報発信
～最新かつ確かなものを～

③技術サービス
～専門家集団の力を発揮します～

・全国産業安全衛生大会

・ホームページ

・安全衛生図書・用品

・海外進出企業支援 など

・安全衛生診断

・作業環境測定

・化学物質分析

・マネジメントシステム第三者認証 など



総合集会（表彰・特別講演）
１０を超える分科会において
多彩な研究発表やシンポジウム

全国産業安全衛生大会

情報発信

全国から１万人が集う
わが国最大の安全衛生イベントを開催

緑十字展

最新の安全衛生保護具、機器等の
展示やノウハウを提供します



〔のぼり〕

〔かべしんぶん〕

〔ポスター〕

掲示用各種図書、講習・教育テキスト

安全衛生図書・用品

テキスト・ポスターなどを企画・制作
さまざまなニーズ・課題に応えます

情報発信



日系企業に対する支援
安全衛生ノウハウの技術移転
国別の安全衛生情報を提供

〔ホームページによる情報提供〕 〔国際会議〕

〔技術協力（日系企業に対する支援）〕

海外進出企業支援

情報発信



職場の安全と健康を広く網羅しています

各種研修会・セミナー

人材育成

分野別・対象者層別に
多彩な教育メニューを提供



経営トップ層向けの２日間
【ポイント】
安全衛生の最新情報
著名講師陣による安全・健康から経営全般まで
幅広い内容の講演・事業場の事例紹介

参加者間の情報交換で、異業種から新たな気づき・ヒント

安全衛生活動の成否は
経営トップの意識と実行力次第

安全衛生トップセミナー

人材育成



ゼロ災害全員参加運動（ゼロ災運動）

現場の実践からさまざまな手法を開発
スタートから４０年以上の確かな実績

全員参加でゼロ災害の職場風土づくり
指差し呼称
危険予知訓練（ＫＹＴ） など

人材育成



専門家が事業場を訪問

概要や管理状況の聞き取り

職場巡視・診断

講評・アドバイス・報告

安全衛生診断

技術サービス

工場等を訪問し、改善箇所の
アドバイス

改善に必要なアドバイスを行います



国家資格である作業環境測定士が、
粉じん、有機溶剤、特定化学物質、騒音などの状態を測定します

作業環境測定
目に見える危険のほかに

見えない危険もあります

技術サービス



現在の心身状態
と改善アドバイス
を提供します

レーダーチャートで
ストレス状況が
一目で分かります

アンケート形式のチェック項目
チェックシートをもとに現在の心とからだの状態を解析
個人情報保護も万全です

〔個人レポート〕

ストレスチェックサービス

専門家がプログラム策定から社員教育の企画まで
トータルにサポートします

技術サービス



生体試料分析（尿、血液や毛髪）
非生体試料分析（空気や建材） など

化学物質等のリスクアセスメント
リスク低減対策
有害性評価

化学物質管理の総合的サポート

化学物質対策の重要性が
ますます増しています

化学物質等の分析

労働衛生に関する
化学物質等を分析します

技術サービス



〔OSHMSの取組み効果〕

労働安全衛生マネジメントシステム認証

 ISO45001/JIS Q 45100認証
 JISHA方式適格OSHMS認証

技術サービス

安全衛生は「その人」だのみではなく
トップのリーダーシップのもと

組織的かつ体系的に

1.31 

1.18 

0.75 

0.95 

0.88 
0.76 

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

年千人率

JISHA方式適格OSHMS認証の効果

（現在取得中）認証事業場 平均休業災害年千人率の推移

認証事業場 休業災害（１日以上） ３か年平均 （認証事業場 定期報告等より）

＜労働者死傷病報告より＞

製造業全体 休業災害（４日以上）

2.6（令和２年）

※ 海外の認証事業場を除く （令和３年７月末現在）

※ 認証事業場の直庸+派遣+協力会社を

対象とした集計です。

近似直線

対象認証事業場

（１６１） （１６１） （１５７） （１３５） （１１７） （７８）

認証前 認証後 1回更新後 2回更新後 3回更新後 4回更新以降

継続的なＰＤＣＡ取組で
スパイラルアップ！



中災防の組織について

●東京安全衛生教育センター

●大阪安全衛生教育センター

講師養成

各地区安全衛生サービス
センター等
（北海道・東北・関東・中
部・近畿・中国四国・九州
の各地区における中災防
事業の実施）

情報発信

● 出版事業部（図書・用品の企画・販売）

● 教育ゼロ災推進部（全国産業安全衛生大会の企画・運営）

● 技術支援部（国際協力活動）

人材育成・技術サービス

● 技術支援部（リスクアセスメント・OSHMSの構築・支援）

●
安全衛生マネジメントシステム審査センター
（ISO45001/JIS Q 45100認証・JISHA方式適格OSHMS認証）

● 健康快適推進部（心とからだの健康づくりの推進）

● 労働衛生調査分析センター（化学物質の調査分析）

その他

● 総務部（広報・安全衛生相談業務）

● 経理部、コンプライアンス室

●
大阪労働衛生総合センター
（化学物質の調査分析、環境測定、心とからだの健康づくりの推進）

（企業内の安全衛生教育
の講師養成）



各地区安全衛生サービスセンター

http://www.jisha.or.jp/facility/district/tohoku/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/kanto/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/hokkaido/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/chubu/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/chusi_koku/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/chusi_koku/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/kyushu/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/chubu/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/facility/district/kinki/index_fl.html
http://www.jisha.or.jp/hokkaido/index.html
http://www.jisha.or.jp/tohoku/index.html
http://www.jisha.or.jp/kanto/index.html
http://www.jisha.or.jp/chubu/index.html
http://www.jisha.or.jp/chubu/index.html
http://www.jisha.or.jp/kinki/index.html
http://www.jisha.or.jp/chushikoku/index.html
http://www.jisha.or.jp/chushikoku/index.html
http://www.jisha.or.jp/kyushu/index.html


中災防内制度／待遇

◇社会保険各種完備
⇒健康保険、厚生年金、企業年金基金、雇用保険、労災保険

◇定期健康診断⇒毎年90％を超える受診率

◇賞与年2回（夏季、冬季）支給
◇住居手当（賃貸のみ）⇒最大27,000円補助

◇勤務時間⇒9時～17時（実働7時間10分）

◇休日
⇒土日（完全週休二日制）、祝日、年末年始（12/29～1/3）

◇初年度より20日の年次有給休暇付与
⇒平均取得日数13.5日（令和2年度実績）

◇特別休暇⇒夏季、慶弔、永年勤続休暇等

◇育児休業⇒平均2年間取得（令和元年～実績）

◇時間外労働⇒月平均9.2時間（令和2年度実績）


